
 

                  南城市立玉城中学校 １２月の保健目標 

第８号      令和６年12月号  冬季における健康かつ安全な過ごし方を考え、実践しよう！ 

先月は各学年に取り、それぞれ貴重な行事がありましたが（地区中文祭や職場体験、修学旅行等）、普段以上に体調管理に励み、参加率が
高かった様子から、前向きに取り組む生徒がかなり多かった印象です♪ やはり、学校生活っていいですね     これからも諸行事を通し、 
更なる成長に生かしましょう！ 今冬も寒さに負けず、感染症予防を強化し、これから巡ってくる年末年始の行事も存分に満喫しましょう☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 



 
人間が生きていく上で、様々な病気との闘いは残念ながら避けられません。 
その度に、私達にできる事、やるべきことは、正しい知識を身につけ、正しい行動を起こす事！ 

              12月1日「世界エイズデー」の機会に、改めてこの病気について、正しい知識を身につけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

沖縄県 HIV/エイズの現状（令和６年度５月時点の情報 ･･･ 厚生労働省エイズ動向委員会のデータより） 
＊ 依然として全国の上位にある（※人口10万人対の報告数）  

沖縄：HIV感染者数0.６１人で全国６番目に多い / エイズ患者数0.６１人で全国で1番目に多い。  
 

 抗HIV薬治療の進歩により、感染者は慢性疾患の一つとして、服薬を継続しながら社会参加が可能となりました。 

しかし、新規感染者数は、県内において、高止まりの状況が続いています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 これまでHIV/エイズに対して様々な取組がなされてきました。治療法の進歩によりHIV陽性者の予後が改善された結果、 
HIV 陽性者は感染の早期把握、治療の早期開始・継続によりエイズの発症を防ぐことができ、HIV に感染していない人と同等の生活
を送ることが期待できるようになりました。また、近年では、HIV治療を受け、血液中のウイルス量が検査で検出できない程度に最低
6ヶ月以上継続的に抑えられているHIV陽性者からは、性行為によってHIVが感染することがないことも確認されています。このこ
とは、Undetectable（検出限界値未満）＝Untransmittble（感染しない）、略して「U=U」と呼ばれています。 
 
 つまり、治療の進歩でHIV陽性者の生活は大きく変わり、HIV感染の予防にもその進歩に支えられた様々な選択肢が用意されるよ
うになりました。しかし、現状はそうした変化が正確な情報として十分に伝わっているとは言えず、有効な治療法がなく死に至る病で
あった時代の認識にとどまっている場合が少なくありません。そのことがHIV感染を心配する人たちを検査や治療から遠ざけ、また、
差別や偏見を招く要因の一つになっているとも言われています。 
 
 そこで、今年度の「世界エイズデー」キャンペーンテーマは、この「U＝U」という言葉を知ることを契機に、もう一度HIV/エイズ
のことを皆で考えてみましょうというメッセージが込められています。ひとりでも多くの人がHIV/エイズのことを自分の事として捉
え、HIV/エイズに関する検査や治療、支援等の知識を身に付ける契機とし、最新の知識の普及を通じて、HIV検査の受検促進や差別・
偏見の解消に繋げていきましょう！ 
                                                               
 

◇１．エイズは「後天性免疫不全症候群」とも云い、HIVに感染することによって起こる病気です。 

◇２．HIVに感染してから2～3週間すると、軽い風邪のような症状が出ることがあります。この症状は数日～10週間程続き、 

   ほとんどの場合は自然に消えてしまいます。 

◇３．その後、数年～10年くらいは何も症状はありませんが、体の中でHIVがひそかに広がっています。 

◇４．何も治療しないでいると更に進行し、微熱や下痢が続いたり、リンパ節が腫れたり、肺炎等を起こします。 

↓．このような状態になると「エイズを発症した」「エイズになった」と云います。 

◇５．感染経路は３つ！！！ (1)性行為  (2)血液を介しての感染（注射器具の共用等） (3)母子感染 

◇６．検査と治療  
（１）検査：保健所で無料、匿名で受験できます （２）治療：陽性者には、県内の専門医療機関を紹介します。 
↓ 現在では、早期発見・治療により発症を防ぐことが可能。感染者でも発症を防ぐことにより、通常の生活ができます。 

◇７．予防…HIV感染の80％以上は性行為によるもので、コンドームを正しく使用することで予防できます。 
 
HIVについて正しい知識を持ち、未来の自分の為にどんな行動をするのが良いか考える☛それが、エイズの感染拡大防止に繋がる 

令和６年度テーマ：U=U 知ることから、もう一度。12/1は世界エイズデー 


